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はじめに　本書の特色・構成・データと出典

本書の特色は3つある．
第1に，シベリアの少数民族言語であるサハ語の体系的文法記述を行っている

ことである．サハ語は，ユーラシア大陸の東西に分布する約30ほどのチュルク

諸語のうち，最も北東端で話される言語である．チュルク諸語の言語構造は，互
いに良く似ているとされる．たしかに，サハ語の複数接辞・所有接辞・格接辞な
どの文法形式や文の作り方は，他のチュルク諸語と極めて類似する．しかしなが
らサハ語文法を仔細に眺めると，表面的な類似以上に，文法形式の義務性などに
おける大きな違いも見えてくる．チュルク諸語の文法書はいくつか出版されてい
るが，研究書はごくわずかしかない．その意味で本書は，単にサハ語文法記述に
留まらない価値も持っている．
第2に，サハ語における見かけ上は複雑な現象における規則性を解きほぐして

いる点がある．サハ語は，形態音韻交替が豊かな点に1つの特色がある．主とし
て母音調和と頭子音交替規則が働くことにより，大半の接尾辞は16種前後の異
形態を持つ．接辞付加の際には，接辞だけではなく語幹にも交替が生じる場合が
ある．しかも複数の交替規則が同時に働くことがあるため，形態音韻交替は極め
て複雑に見える．本書で提案する交替規則の整理と語幹の分類は，一見すると複
雑な形態音韻交替を規則的・統一的に説明しようとするものである．文法面でも，
目的語に3種類の格（主格・対格・分格）が現れる．本書では，形式的要因と語用
論的要因を整理し規則の優先順位を定めることで，3つの格の使い分けルールを
分かりやすく捉えることを試みる．
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第3に，サハ語の形態法上の大きな特徴である派生形態法の記述が挙げられる．
サハ語の派生形態法では，語彙的緊密性に反する派生を生産的に行うことが可能
である．派生形態法のこの性質は，伝統的な記述文法の立場からも理論言語学的
な立場からも特異である．本書ではこのような派生を統語的派生と呼び，サハ語
では統語的関係を内包する派生が可能であると主張する．統語的派生は，非人称
受動文や二重対格使役文のような言語類型論的に非典型的な構文を生むことにも
なる．

本書は全10章から構成されている．
第1章から第5章では，サハ語の音韻・形態・統語の概要を示しながら，サハ

語の特徴を筆者なりの文法観により整理する．第1章では，サハ語の概要を示す．
第2章では，形態音韻交替について記述する．第3章では，名詞類（名詞・形容
詞・副詞・数詞の総称）の形態統語法の概要を示す．第4章では，動詞の形態統
語法の概要を示す．第5章では，主節述語に付加する接辞と文末接語について記
述する．
第6章では，派生形態法を記述する．筆者はサハ語の派生を，語彙的派生と統
語的派生に分類する．語彙的派生は単に新たな語幹を作る働きしか無いが，統語
的派生では屈折接辞を含む派生や統語関係（修飾・支配・全部否定など）を内包す
るダイナミックな派生が可能である．統語的派生は部分的に屈折に近い特徴も示
す．また統語的派生の類型的特異性は，文法範疇の部分的保持として解釈可能で
ある．
第7章では，名詞類の分類の問題を取り上げる．従来の品詞分類における名

詞・形容詞・副詞は，必ずしもそれらの統語機能を反映したものではなかった．
これに対し本書では，主として形態法上の共通点からこれらを名詞類として大き
くまとめ，さらにそれらを統語機能から8つの小さなグループに分けることを提
案している．この8つのグループへの分類は，単純語（非派生語）だけでなく派生
語や句・節の統語機能にも適用可能であるため，サハ語名詞類の記述に有益なも

SA
M
PL

E



はじめに　本書の特色・構成・データと出典 iii―

のである．
第8章では，ボイス接辞とボイス接辞を含む構文について記述する．特にボイ

ス接辞を含む統語的派生に関して新たな主張を行う．本章ではまず，サハ語の使
役接辞・受身接辞には，対格目的語を保持したままの派生を許すという特徴があ
ることを示す．このことの1つの結果として，サハ語では二重対格使役文および
非人称受動文が可能である．本章では次に，同音形式の再帰接辞と逆使役接辞を
別形態系として捉え，前者は統語的派生接辞であるが後者は語彙的派生接辞であ
ると考える．音韻的・形態的・統語的根拠からも，両接辞は別々の形態素として
考える根拠がある．
第9章では，目的語の格選択の問題を取り上げる．サハ語では，対格名詞・分
格名詞・はだか名詞形（見かけ上は主格）という3種の形式が目的語として現れる．
これらのうち対格標示を，サハ語の目的語としてデフォルトの標示形式だと見な
せる．この点を踏まえて本章では，分格標示およびはだか名詞形がどのような要
因の関与により選択されているのかを明らかにする．さらに本章では，サハ語の
分格の成立に対して系統的・地理的観点からの考察を行う．
第10章では，前章まで述べてきたことに基づき，言語類型論的な観点および
系統的・地理的な観点から見てサハ語がどのような特質を有するのかを示すこと
で，本書のまとめとする．

本書で用いるサハ語のデータは，主として母語話者へのインタビュー調査およ
び新聞コーパスからのものである．先行研究からの例を引用する場合にのみ，出
典を示すことにする．
筆者自身のインタビュー調査による例は，2000年以降現在に至るまで，ロシ

ア連邦サハ共和国における現地調査または日本国内における補充調査により得ら
れたものである1）．
新聞コーパスは，サハ語週刊新聞Эдэр саас紙（1999年7月～ 2001年6月）およ
びКыым紙（2006年11月～ 2009年8月）の電子版を基に筆者が作成した約160万
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語から成る資料である． 

サハ語以外の言語からの例文を示す際には，例文番号を含む行の上に ［Tyvan］ 
のように言語名を英語で示すことにする．

注
1）　ロシアでの現地調査は，三菱信託山室記念奨学財団助成金，東京大学学術研究奨励資金，
新潟大学プロジェクト推進経費，科学研究費の支援を受けている．本書に関わる研究のため
これまでに受けた科学研究費は以下の通りである：2002年度～ 2004年度・基盤研究A（課題
番号14251019，研究代表者：林徹），2006年度～ 2008年度・基盤研究A（課題番号18251007，
研究代表者：久保智之），2009年度～ 2011年度・基盤研究A（課題番号21251006，研究代
表者：久保智之），2010年度～ 2012年度・特別研究員奨励費（課題番号22・10287，研究代
表者：江畑冬生），2013年度・研究活動スタート支援（課題番号25884027，研究代表者：江
畑冬生），2014年度～ 2016年度・若手研究A（課題番号26704004，研究代表者：江畑冬生），
2015年度～ 2018年度・基盤研究B（課題番号15H05155，研究代表者：呉人徳司），2017年度
～ 2020年度・若手研究A（課題番号17H04773，研究代表者：江畑冬生），2018年度～ 2020年
度・基盤研究A（課題番号18H03578，研究代表者：久保智之），2018年度～ 2021年度・基盤
研究B（課題番号18H00665，研究代表者：呉人惠）．
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